
白
壁
白
壁

倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

今号の内容今号の内容
令
和
８
年

令
和
８
年
66
月
１
日
発
行

月
１
日
発
行

37
～ 市民と倉吉市議会をつなぐフォーラム～

　　　　　　　　　（詳細は １６ページ）

　令和８年３月第2回倉吉市議会定例会が、
令和８年２月24日（火）から３月17日（火）まで
開催されました。
　会議録（質問・答弁など）は、市立図書館で
ご覧になれます。
　市議会会議録検索システムは、倉吉市ホー
ムページからご利用できます。

市議会会議録
検索システム

33
月
定
例
会

月
定
例
会

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
２
～

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
２
～
1010

議
案
に
対
す
る
質
疑

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・・
1111

常
任
委
員
会
・

常
任
委
員
会
・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1212
～～
1313

議
案
等
の
議
決
結
果

議
案
等
の
議
決
結
果
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1414

視
察
の
報
告

視
察
の
報
告
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1414
～～
1515

飛
び
出
せ
！
議
場
・
６
月
定
例
会
・
編
集
後
記

飛
び
出
せ
！
議
場
・
６
月
定
例
会
・
編
集
後
記
・・
1616
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【市政に対する一般質問】
【一般質問とは？】
　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針などについての報告や説
明を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われているかを質すものです。倉吉市議会では、基本的
に１人あたりの質問時間は２５分です。

３月
令和８年

第２回
定例会

◎印のついた質問内容は、次頁以降に記載しています。

会
派
名

議員名 発言通告要旨

や
　
　
ら
　
　
い
　
　
や

増田 孝二
◎ 高齢社会を良くするために

◎ 「若者たちが活躍できる倉吉」につ
いて

福田　 淳

◎ 本市における障がい者の方たちに向
けた各種支援制度について

◎ 本市における「ふるさと納税」の取組
について

◎ 本市のPTA連合会からの要望書へ
の対応について

田村 閑美

◎ 保育所再編について

◎ 交通タクシーの現状と課題について

婚活事業について

福井 典子

◎ 保育行政について

くらしよし倉吉プロジェクトについて

防災運動会について

大津 昌克
人口減少時代におけるまちづくりに
ついて

◎ トータル・システムについて

朝日 等治 ◎ 高齢者福祉・介護保険事業について

新　
　
　
政　
　
　
会

鳥羽 昌明

USBメモリー紛失事案と本市の情
報セキュリティ対策について

◎ 西エリア公立保育所再編計画（素案）
についての前提条件の確認

萬場 恵理
◎ 震災に強いまちづくり促進事業の取

組について

◎ 放課後等デイサービスの日曜、祝日
の受入れについて

福井 康夫

◎ 大雪に係る除雪対応の現状と課題に
ついて
令和８年度当初予算編成について

農業振興について

◎ 民生・児童委員の本市の現状と課題
について

会
派
名

議員名 発言通告要旨

新　
　
政　
　
会

米田 勝彦

◎ 倉吉ふるさと物産館（打吹小学校前）
について

◎ 行政に対する監査について

◎ 主権者教育について

竺原 晶子

担任制について

◎ パブリックコメントについて

◎ 重層的支援体制整備事業について

そ　
　
う　
　
せ　
　
い　
　
会

山下 達也

◎ 障がい児施設で働く方々や保育職の
処遇改善について

◎ 子どもたちの休みと愛着形成につ
いて
小学生の登下校時の安全対策につ
いて

藤井 陽介
◎ 保育士不足の解消について

◎ 倉吉市における子どもの遊び場不足
と、今後の整備方針について

山根 健資

◎ ふれあいホリデーの柔軟な運用につ
いて

◎ 部活の地域移行・展開について

運転免許証の自主返納について
消費税が減税になった際の地方自治
体への影響について

髙橋 義博
◎ 下水道事業について

◎ 中学校の部活動の地域移行について

中山 晶雄

◎ 本市における中長期的な基金額の予
測について
本市の歳入・歳出の概要について

◎ 裁量的な支出の性質について
市長候補者としての今後４年間の財
政政策方針について

一般質問通告一覧表

【通告とは？】
　本会議で発言しようとする
議員は、あらかじめ議長に対
して質問する項目を明らかに
するために、文書で通告を行
います。この文書を「質問通
告書」と言います。
　なお、この通告一覧表は定
例会開会日のおおむね２週間
前に倉吉市ホームページに掲
載されています。

定例会の一般質問
発言通告表
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段
の
一
つ
と
し
て
有
償
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
の
対
応
は
で
き
な
い
か
。

答　

あ
く
ま
で
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
取
り
組
み
の
中
で
検
討
い
た
だ
く

の
が
適
当
か
と
考
え
る
。

問　
以
前
の
よ
う
な
青
年
団
青
年
会

と
言
わ
れ
た
組
織
が
現
在
も
存
在
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
れ
に
類
似
す

る
組
織
が
各
地
域
に
あ
る
か
。

答　

広
域
的
に
交
流
や
青
年
団
組
織

と
い
っ
た
取
り
組
み
は
今
は
無
い
と

思
う
。

問　
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
し
て

い
く
の
に
交
流
の
場
を
積
極
的
に
つ

く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
後
押
し

を
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

答　

若
い
世
代
に
『
倉
吉
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
』
と
実
感
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
地
元
定
着
や
Ｕ
タ
ー
ン
の
促

進
に
つ
な
げ
、
若
者
が
倉
吉
を
選

び
、
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　
市
長
が
描
く
本
市
の
高
齢
社
会

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
伺
う
。

答　

高
齢
者
一
人
一
人
が
生
き
が
い

と
尊
厳
を
持
ち
な
が
ら
自
分
ら
し
い

生
活
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
る
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
。

問　

高
齢
者
世
帯
が
増
え
る
中
、

日
々
の
暮
ら
し
に
お
け
る
具
体
的
な

困
り
ご
と
に
対
し
、
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
相
談
に
応
じ
、
対
応
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

答　

身
近
な
困
り
ご
と
は
、
ま
ず
地

元
の
自
治
公
民
館
へ
ご
相
談
い
た
だ

き
、
そ
こ
で
解
決
が
難
し
い
場
合
に

は
、
市
内
5
カ
所
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
専
門
的
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

問　
誰
で
も
気
兼
ね
な
く
頼
め
る
手

高
齢
社
会
を
良
く
す
る
た
め
に

若
者
た
ち
が
活
躍
で
き
る
倉

吉
に
つ
い
て

　

や
ら
い
や

増ま
す
だ田 

孝こ
う
じ二

問　
本
市
の
障
が
い
者
支
援
制
度
の

う
ち
、
特
に
自
動
車
の
運
転
に
不
可

欠
な
操
行
装
置
な
ど
の
改
造
助
成
に

つ
い
て
、
近
年
の
利
用
状
況
や
周
辺

自
治
体
と
の
支
援
内
容
の
違
い
を
含

め
、
現
在
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

答　

手
帳
交
付
時
に
支
援
制
度
一
覧

を
配
布
し
、
自
動
車
改
造
助
成
も
周

知
し
て
い
る
。
利
用
は
年
2
〜
3
件
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
近
隣
自
治
体
と

大
き
な
違
い
は
な
い
。
今
後
は
市
の

独
自
事
業
を
含
め
、
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
た
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状

と
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

　
ま
た
、
企
業
と
連
携
し
て
新
た
な

地
場
産
品
を
生
み
出
す
『
＃
ふ
る
さ

と
納
税
３
・
０
』(
大
阪
府
泉
佐
野

市
）
の
よ
う
な
先
進
的
な
仕
組
み

を
、
本
市
で
も
導
入
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

答　

近
年
の
実
績
は
5
億
〜
7
億
円

台
で
推
移
し
て
い
る
が
、
令
和
7
年

度
は
米
の
供
給
不
足
が
影
響
し
減
額

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
年
間

を
通
じ
た
安
定
供
給
や
独
自
返
礼
品

の
開
発
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
今

後
は
新
た
に
開
始
し
た
『
返
礼
品
開

発
支
援
事
業
』
な
ど
を
通
じ
て
地
場

産
品
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
倉
吉
市

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

問　
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
提
出
さ

れ
た
要
望
書
へ
の
対
応
状
況
と
今
後

の
方
針
を
伺
う
。
特
に
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
か
ら
の
要
望
に
対
し
て
、
現
在

ど
の
よ
う
な
進
捗
や
具
体
的
な
対
応

が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

教
育
委
員
会
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要

望
を
重
視
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
支
援
員

配
置
等
に
加
え
、
制
服
の
倉
吉
モ
デ
ル

や
ふ
る
さ
と
ホ
リ
デ
ー
を
実
現
し
て

き
た
。
今
後
も
学
校
教
育
の
充
実
へ
向

け
、
保
護
者
の
貴
重
な
意
見
を
真
摯

に
受
け
止
め
対
応
し
て
い
く
。

本
市
に
お
け
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
の
取
組
に
つ
い
て

本
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら

の
要
望
書
へ
の
対
応
に
つ
い
て

や
ら
い
や

福ふ
く
だ田 　

淳じ
ゅ
ん

本
市
に
お
け
る
障
が
い
者
の

方
た
ち
に
向
け
た
各
種
支
援

制
度
に
つ
い
て
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交
通
タ
ク
シ
ー
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て

問　
今
後
の
公
立
保
育
所
再
編
に
お

い
て
合
同
保
育
に
な
っ
た
時
、
子
ど

も
た
ち
の
不
安
や
戸
惑
い
を
少
し
で

も
減
ら
す
た
め
に
も
、
公
立
保
育
所

と
し
て
同
じ
持
ち
物
（
体
操
服
・
帽

子
・
上
履
き
等
）、
同
じ
ク
ラ
ス
名
に

揃
え
て
は
ど
う
か
。

答　

現
在
、
園
ご
と
で
決
め
た
被
服

や
ク
ラ
ス
名
に
な
っ
て
い
る
。
今
後

の
再
編
計
画
を
定
め
た
中
で
、
子
ど

も
の
不
安
解
消
の
意
味
で
も
今
後
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
保
育
現
場
の
声
も
聞
き
な
が
ら

考
え
て
い
く
。

問　
保
育
士
の
人
材
育
成
、
人
材
確

保
増
に
向
け
た
職
員
等
の
意
見
交
換

等
の
成
果
、
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　

令
和
７
年
12
月
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
「
保
育
士
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
現
役
保

育
士
３
人
か
ら
保
育
士
の
魅
力
を
伝

え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
し
、
公
開

し
た
。
今
後
も
直
接
、
保
育
士
の
声

を
聞
く
機
会
を
設
け
た
い
と
思
う
。

問　
令
和
８
年
1
月
6
日
、
震
度
4

の
地
震
が
発
生
し
た
が
、
災
害
発
生

時
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

私
立
は
各
園
で
判
断
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
公
立
・
私

立
と
も
に
本
市
と
し
て
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
示
し
て
は
ど
う
か
。

答　

す
み
や
か
に
子
ど
も
の
安
全
を

確
保
し
て
対
応
に
あ
た
っ
た
。
１
月
の

公
私
立
園
長
会
で
あ
ら
た
め
て
令
和

３
年
に
策
定
し
た
災
害
時
に
お
け
る

臨
時
休
園
等
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
周

知
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
よ
う
な
地
震

発
生
時
の
対
応
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
い
の
で
、
他
自
治
体
の
事
例
も
参

考
に
研
究
し
て
適
切
に
対
応
で
き
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
修
正
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

や
ら
い
や

福ふ
く
い井 

典の
り
こ子

問　
朝
い
ち
ば
ん
の
ス
ー
パ
ー
は
く

と
等
に
乗
る
た
め
の
早
朝
の
タ
ク

シ
ー
が
利
用
で
き
な
い
。
夜
も
12
時

を
過
ぎ
る
と
利
用
が
で
き
な
い
。
深

夜
営
業
の
店
の
不
振
や
夜
間
救
急
対

応
等
、
解
消
す
べ
き
施
策
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
困
り
事
へ
の
対
応
策
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

鳥
取
県
中
部
地
域
公
共
交
通
計

画
の
中
に
お
い
て
も
持
続
可
能
な
運

行
体
制
の
確
立
と
い
う
も
の
を
掲
げ

て
い
る
が
、
実
際
に
行
動
を
実
施
し
て

い
く
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
中
に
は
、

具
体
的
に
取
り
込
め
ず
、
構
造
的
な

問
題
も
出
て
い
る
。
喫
緊
の
課
題
と
認

識
し
て
る
の
で
早
急
に
何
ら
か
の
対

応
を
取
り
組
め
た
ら
と
思
う
。

問　

社
保
育
園
玄
関
ス
ロ
ー
プ
改

修
、
網
戸
設
置
、
高
城
保
育
園
の
廊

下
、
遊
戯
室
床
改
修
に
つ
い
て
具
体

的
に
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

大
雪
時
の
保
育
所
周
辺
の
除
雪
支
援

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

社
保
育
園
玄
関
ス
ロ
ー
プ
に
つ

い
て
は
改
修
す
る
計
画
は
今
の
と
こ

ろ
な
い
が
、
施
設
の
課
題
と
捉
え
る
。

　

高
城
保
育
園
修
繕
は
令
和
８
年
度

中
に
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
他
網
戸

等
の
必
要
な
修
繕
箇
所
が
出
て
く
れ

ば
順
次
対
応
し
た
い
。

　

除
雪
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り

業
者
で
の
対
応
等
を
入
れ
て
保
育
士

の
負
担
や
地
元
の
方
の
協
力
が
少
し

で
も
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

保
育
所
再
編
に
つ
い
て

保
育
行
政
に
つ
い
て

や
ら
い
や

田た
む
ら村 

閑し
ず
み美
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報
告
的
な
公
開
と
な
っ
て
お
り
、
市

民
協
働
と
し
て
は
ま
だ
そ
こ
に
至
っ

て
な
い
。
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の
考

え
等
に
よ
り
、
議
会
へ
の
説
明
、
ま

た
市
民
へ
の
情
報
公
開
と
し
て
も
、

非
常
に
分
か
り
や
す
い
形
に
な
る
の

で
は
な
い
か
な
と
思
う
。

　

今
後
、
予
算
要
求
や
決
算
資
料
等

の
様
式
等
に
つ
い
て
も
、
議
会
か
ら

の
意
見
も
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
話

を
全
員
協
議
会
で
申
し
上
げ
た
通
り

で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
き
っ
ち
り
説
明

責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
な
内
容
に
な

る
こ
と
が
重
要
な
の
で
、
そ
う
い
っ

た
面
で
は
、
助
言
や
指
導
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　
財
源
が
厳
し
く
な
る
中
、
選
択

と
集
中
に
よ
る
事
業
仕
分
け
が
重

要
。
事
業
の
ビ
ル
ド
＆
ス
ク
ラ
ッ
プ

を
市
民
と
共
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
市
民
に
市
の
財
政
状
況
を
説
明

し
、
必
要
な
事
業
と
削
っ
て
も
よ
い

事
業
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、
対
話

の
中
で
決
定
す
る
手
法
は
ど
う
か
。

答　

予
算
な
り
事
業
を
決
め
て
い
く

中
で
の
市
民
協
働
の
あ
り
方
等
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
る
か
だ
が
、
市
の

財
政
状
況
を
分
か
り
や
す
い
形
で
情

報
公
開
す
る
こ
と
は
、
市
を
運
営
す

る
上
で
の
市
民
協
働
の
点
に
お
い
て

も
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。

た
だ
、
ま
だ
ま
だ
そ
う
い
っ
た
面
で

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
も
そ
の
辺
り

ま
で
は
提
示
で
き
て
お
ら
ず
、
予
算

関
連
資
料
等
の
公
開
ま
で
で
結
果
の

ト
ー
タ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て

や
ら
い
や

大お
お
つ津 

昌ま
さ
か
つ克

問　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
豊
か
に

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
高
齢
者
を
地
域
で
見

守
り
、
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
と
し

て
、
第
９
期
倉
吉
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
、
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
計
画
の
実
行
は
急
務
で

あ
る
が
、
進
捗
状
況
と
課
題
は
。

答　

介
護
人
材
の
不
足
、
家
族
か
ら

の
支
援
が
受
け
に
く
い
状
況
、

９
０
６
０
、
高
齢
者
の
み
世
帯
や
単

身
高
齢
者
が
増
え
続
け
て
お
り
、
地

域
で
の
見
守
り
、
支
え
る
仕
組
み
づ

く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
と
感

じ
る
。
在
宅
生
活
支
援
体
制
の
確

立
、
健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た
介
護

予
防
の
充
実
、
介
護
保
険
制
度
の
持

続
可
能
な
運
営
な
ど
、
高
齢
者
が
自

分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
、
更

な
る
充
実
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　
第
９
期
計
画
で
の
課
題
を
踏
ま

え
、
令
和
９
年
度
か
ら
の
第
10
期
計

画
を
ど
の
よ
う
に
策
定
す
る
か
。

答　

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
65
歳
以

上
に
な
る
２
０
４
０
年
を
見
据
え
、

第
10
期
計
画
に
お
い
て
も
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
進
化
、
地
域
共
生

社
会
の
更
な
る
実
現
・
進
化
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
元
気
な
高
齢
者
の
増
加
に
向
け

て
、
予
防
医
療
と
介
護
予
防
の
た
め

に
、
関
金
温
泉
で
の
湯
中
運
動
が
効

果
的
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
、
本
市
が
実
施
し
て
い
る

介
護
予
防
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
に
と
し
て
湯

中
運
動
の
活
用
も
含
め
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
体
験
を
い
た
だ
い
た
り
、
地

域
資
源
と
し
て
の
関
金
温
泉
の
す
ば

ら
し
さ
を
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
も

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組

み
に
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
と

考
え
て
い
る
。

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事

業
に
つ
い
て

や
ら
い
や

朝あ
さ
ひ日 

等と
う
じ治
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西
エ
リ
ア
公
立
保
育
所
再
編

計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て
の

前
提
条
件
の
確
認

問　
社
保
育
園
と
高
城
保
育
園
で
今

後
行
う
予
定
の
「
改
修
等
」
と
は
大

規
模
改
修
か
、
そ
れ
と
も
補
修
か
。

答　

現
時
点
で
は
躯
体
に
問
題
は
な

い
。
想
定
し
て
い
る
の
は
、
保
育
所

の
床
や
天
井
な
ど
の
更
新
で
あ
り
、

大
規
模
改
修
は
予
定
し
て
い
な
い
。

問　
社
保
育
園
と
高
城
保
育
園
の
現

施
設
を
今
後
何
十
年
使
用
す
る
つ
も

り
か
。

答　

社
保
育
園
は
築
51
年
、
高
城
保

育
園
は
築
44
年
。
長
寿
命
化
型
の
整

備
周
期
の
目
安
で
行
け
ば
概
ね
築
80

年
ま
で
は
使
用
で
き
る
。

問　
施
設
整
備
基
準
を
約
20
年
後
の

20
人
に
置
き
す
ぎ
て
、
今
い
る
３
園

計
80
人
超
や
今
後
20
年
間
の
べ

６
０
０
人
弱
の
子
ど
も
と
そ
の
家
庭

支
援
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

答　

令
和
25
年
の
社
・
灘
手
・
北

谷
・
高
城
保
育
園
の
合
計
児
童
数
の

推
計
値
が
21
人
程
度
に
な
る
こ
と
か

ら
現
人
員
に
対
す
る
機
能
も
短
期
間

の
う
ち
に
不
要
に
な
る
。
適
切
な
集

団
保
育
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
重

き
を
置
い
て
再
編
計
画
を
立
て
た
と

い
う
こ
と
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問　
計
画
策
定
後
の
住
民
説
明
で
は

な
く
、
計
画
策
定
段
階
で
住
民
参
画

の
機
会
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

子
ど
も
子
育
て
会
議
の
委
員

は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
、
事
業

者
、
学
識
経
験
者
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
に

お
い
て
も
計
画
の
修
正
等
の
ご
意
見

も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
３
月

中
に
は
市
の
内
部
決
裁
を
経
て
完
成

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

新
政
会

鳥と

ば羽 

昌ま
さ
あ
き明

問　

今
年
は
鳥
取
中
部
地
震
よ
り

10
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
倉
吉
市
の

耐
震
化
率
は
、
令
和
2
年
時
点
で

78
・
３
％
、
県
内
4
市
の
中
で
も
耐

震
化
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
が
あ

る
。
今
年
10
月
は
本
市
を
主
会
場
に

「
ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
」
が
開
催

さ
れ
る
。
こ
の
好
機
を
積
極
的
に
捉

え
、
県
の
新
し
い
補
助
制
度
に
準
じ

て
住
宅
耐
震
化
を
強
く
推
進
す
る
絶

好
の
機
会
と
考
え
る
が
、
本
市
の
考

え
は
い
か
が
か
。

答　

県
の
支
援
制
度
の
拡
充
に
つ
い

て
は
、
詳
細
を
精
査
し
、
で
き
る
限

り
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う

検
討
し
た
い
。

問　
近
年
、
核
家
族
化
が
進
み
、
ご

家
族
の
状
況
が
多
様
化
す
る
中
で
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
あ

た
り
、
悩
み
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
保

護
者
の
声
を
伺
う
。
日
曜
日
の
受
け

入
れ
を
し
て
い
る
事
業
所
が
な
い
の

が
現
状
だ
が
、
日
曜
日
に
働
い
て
お

ら
れ
る
保
護
者
の
た
め
に
ど
こ
か
1

事
業
所
、
ま
た
、
隔
週
で
も
受
け
入

れ
に
向
け
、
事
業
所
と
協
議
を
す
る

な
ど
、
市
と
し
て
検
討
の
余
地
は
な

い
か
。

答　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
障

害
を
持
つ
児
童
生
徒
の
生
活
能
力
向

上
の
た
め
の
支
援
等
を
行
う
た
め
の

事
業
所
で
あ
り
、
日
常
的
に
預
か
る

場
所
で
は
な
い
。
本
市
は
月
27
日
を

利
用
上
限
と
し
て
支
給
決
定
を
し
て

い
る
。
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
を
併
用

し
、
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
促

進
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

新
政
会

萬ま
ん
ば場 

恵え

り理

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

日
曜
、
祝
日
の
受
入
れ
に
つ

い
て
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大
雪
に
係
る
除
雪
対
応
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て

民
生
・
児
童
委
員
の
本
市
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

間
を
要
し
た
こ
と
が
要
因
だ
が
、
事

前
伐
採
や
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
な
ど
、

今
後
の
具
体
的
な
対
策
を
伺
う
。

答　
「
支
障
木
伐
採
事
業
費
補
助
金

（
上
限
20
万
円
）」
な
ど
の
制
度
周
知

を
徹
底
し
、
所
有
者
に
よ
る
事
前
伐

採
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
点
検
を
強
化
し
た

い
。
ま
た
、
異
常
発
生
時
に
は
防
災

行
政
無
線
を
積
極
的
に
活
用
し
、
迅

速
な
情
報
提
供
と
安
全
確
保
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問　
令
和
７
年
12
月
に
委
員
の
一
斉

改
選
を
迎
え
た
が
、
委
員
の
確
保
と

負
担
軽
減
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
の
欠
員
状
況
へ
の
対
策

と
、
担
い
手
の
不
安
を
払
拭
す
る
た

め
の
具
体
的
な
負
担
軽
減
策
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　

委
員
の
任
期
は
令
和
10
年
ま
で

の
3
年
間
、
定
数
は
１
７
５
人
で
補

充
で
き
て
な
い
の
が
現
状
。

　

地
区
に
お
い
て
、
弾
力
的
な
運
用

も
可
能
で
あ
り
鋭
意
補
充
に
努
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
負
担
軽
減
策
と

企
業
や
地
域
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
努

め
た
い
。

問　
2
月
8
日
の
大
雪
に
よ
る
被
害

状
況
で
、
特
に
住
宅
密
集
地
で
の
除

雪
に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
多
く
の

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
場

で
は
「
対
応
で
き
な
い
」
と
い
う
一

律
の
回
答
に
留
ま
っ
て
い
る
と
の
声

が
あ
る
。
物
理
的
に
不
可
能
な
場
合

で
あ
っ
て
も
、
単
に
断
る
の
で
は
な

く
、
市
民
の
不
安
に
寄
り
添
っ
た

「
丁
寧
な
相
談
体
制
」
を
市
と
し
て

構
築
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

答　

住
宅
密
集
地
な
ど
大
型
重
機
の

投
入
が
困
難
な
場
所
に
つ
い
て
は
、

単
に
「
で
き
な
い
」
と
断
る
の
で
は

な
く
、
今
後
は
市
が
所
有
・
貸
出
を

行
っ
て
い
る
小
型
除
雪
機
の
有
効
活

用
を
検
討
し
、
市
民
の
皆
様
と
連
携

し
た
き
め
細
や
か
な
除
雪
体
制
の
構

築
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
今
回
、
高
城
地
区
で
の
孤
立
集

落
や
、
高
城
・
北
谷
・
関
金
地
区
で
の

停
電
が
発
生
し
た
。
倒
木
撤
去
に
時

新
政
会

福ふ
く
い井 

康や
す
お夫

た
か
監
査
を
受
け
る
。
市
も
受
け
て

い
る
が
、
利
害
関
係
の
無
い
第
三
者

の
視
点
で
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
外
部
の

監
査
は
受
け
て
な
い
。
受
け
て
は
ど

う
か
。

答　

識
見
を
有
す
る
方
２
名
、
議
員

か
ら
１
名
、
計
３
名
の
監
査
委
員

（
内
部
）
で
監
査
を
し
て
い
る
。

問　
国
を
形
作
る
政
治
と
は
何
か
、

を
直
接
的
に
実
感
す
る
よ
う
な
教

育
、
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
う
。

学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
か
。

答　

現
在
は
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

き
小
中
学
校
の
９
年
間
を
通
し
て
実

施
さ
れ
て
お
り
、
社
会
科
で
政
治
や

憲
法
の
仕
組
み
を
学
ぶ
ほ
か
、
学
級

会
な
ど
の
特
別
活
動
を
通
じ
て
民
主

的
な
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
体
験

し
、
総
合
学
習
で
は
、
市
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
地
域
の
将
来
を

考
え
る
な
ど
、
教
科
横
断
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
、
社
会

に
参
画
し
責
任
あ
る
行
動
を
取
る
た

め
の
基
礎
的
な
力
を
養
っ
て
い
る
。

問　
長
ら
く
閉
ま
っ
て
い
た
が
、
現

在
の
利
活
用
は
ど
う
か
。

答　

令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら
、
市

の
観
光
振
興
に
資
す
る
活
用
を
す
る

条
件
で
、
㈱
赤
瓦
に
土
地
の
無
償
貸
与

と
建
物
の
無
償
譲
渡
が
行
わ
れ
た
。

　

赤
瓦
一
号
館
と
お
土
産
販
売
の
内

容
が
重
複
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
た

め
、
あ
え
て
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
ナ

ン
ト
で
の
活
用
で
、
１
階
に
は
令
和

6
年
１
月
よ
り
、
国
内
外
を
旅
し
て

集
め
ら
れ
た
珍
し
い
雑
貨
や
古
道
具

を
扱
う
店
舗
が
営
業
し
て
お
り
、
個

性
的
な
商
品
展
開
が
外
国
人
客
等
の

関
心
を
引
く
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
２

階
は
そ
ば
店
が
継
続
営
業
中
。

問　
民
間
だ
と
年
一
回
の
総
会
の
前

に
、
会
計
や
事
業
が
適
正
に
行
わ
れ

倉
吉
ふ
る
さ
と
物
産
館
（
打

吹
小
学
校
前
）
に
つ
い
て

主
権
者
教
育
に
つ
い
て

行
政
に
対
す
る
監
査
に
つ
い
て

新
政
会

米よ
ね
だ田 

勝か
つ
ひ
こ彦
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担
当
課
が
個
別
に
広
報
を
行
っ
て
い

る
た
め
内
容
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る

が
、
広
報
機
能
の
強
化
や
ア
ピ
ー
ル

力
の
向
上
に
向
け
た
対
応
を
検
討
し

て
い
る
。

問　
国
の
交
付
金
削
減
の
影
響
は
。

答　

本
市
の
現
在
の
事
業
費
は
こ
の

基
準
額
に
収
ま
る
見
込
み
で
あ
る
た

め
、
直
接
的
な
影
響
は
な
い
と
判
断

し
て
い
る
。

問　
事
業
の
実
施
状
況
は
。

答　

令
和
6
年
度
の
新
規
相
談
件
数

は
20
件
で
、
支
援
機
関
側
か
ら
の
協

力
依
頼
や
調
整
に
関
す
る
相
談
が
多

い
。「
縦
割
り
」
に
よ
る
弊
害
（
各
機

関
の
連
携
不
足
）
を
解
消
す
る
た

め
、
調
整
や
支
援
の
橋
渡
し
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
引
き
こ
も
り
等
の

ケ
ー
ス
に
対
し
、
待
つ
の
で
は
な
く

出
向
く
支
援
（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事

業
）
を
展
開
し
て
お
り
、
信
頼
関
係

の
構
築
か
ら
丁
寧
に
行
っ
て
い
る
。

複
雑
な
課
題
を
抱
え
る
人
々
に
と
っ

て
の
最
後
の
砦
と
し
て
、
各
機
関
が

協
力
し
、
相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
支

援
の
継
続
に
努
め
る
方
針
で
あ
る
。

問　
広
報
の
方
法
は
。

答　

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
両
面

で
取
り
組
ん
で
お
り
、
市
報
は
年
２

回
（
４
月
・
10
月
）
の
予
定
掲
載

や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
年
間
の
周
知

を
行
っ
て
い
る
。
各
庁
舎
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設

に
意
見
箱
を
設
置
し
、
政
策
案
へ
の

意
見
を
募
っ
て
い
る
。
各
世
帯
へ
の

配
布
や
回
覧
は
、
自
治
公
民
館
等
の

負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
現
在
は
十
分

に
行
え
て
い
な
い
。

問　
課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

１
案
件
あ
た
り
の
平
均
提
出
意

見
数
が
約
8
件
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
市
民
参
画
を
促
す
た
め
の
周
知

が
課
題
で
あ
る
。
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

活
用
や
、
高
齢
者
向
け
の
ス
マ
ホ
講

座
を
通
じ
た
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
導

入
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
直
接
的
な
情

報
伝
達
の
強
化
を
図
る
。
現
在
は
各

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ

い
て

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

に
つ
い
て

新
政
会

竺じ
く
は
ら原 

晶し
ょ
う
こ子

子
ど
も
た
ち
の
休
み
と
愛
着

形
成
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
の
家
庭
時
間
が
と
れ

ず
、
園
で
多
く
の
時
間
を
過
ご
し
て

い
る
現
状
が
あ
る
。
現
場
の
声
を
認

識
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
家
庭
時

間
を
尊
重
、
確
保
す
る
た
め
の
施
策

は
あ
る
か
。

答　

子
育
て
世
代
の
就
職
率
が
全
国

平
均
と
比
べ
て
本
市
は
か
な
り
高

い
。
子
ど
も
の
家
庭
時
間
、
愛
着
形

成
に
つ
い
て
は
子
ど
も
の
成
長
に
重

要
で
不
可
欠
で
あ
る
の
は
認
識
し
て

い
る
。
園
か
ら
は
家
庭
の
過
ご
し
方

や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
紹
介

し
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
よ

り
多
く
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
施
策
と

し
て
の
取
り
組
み
ま
で
は
な
い
が
、

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
催

し
を
周
知
し
た
り
、
図
書
館
で
は
子

育
て
応
援
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
な

ど
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
も
提
供
し

て
い
く
。

問　
保
育
職
等
の
専
門
職
に
対
す
る

社
会
的
評
価
の
高
ま
り
に
反
し
て
、

ま
だ
処
遇
面
の
低
さ
や
現
場
軽
視
の

感
は
否
め
な
い
。
市
と
し
て
の
独
自
の

処
遇
改
善
策
は
考
え
て
い
な
い
か
。

答　

今
の
と
こ
ろ
市
と
し
て
の
独
自

の
処
遇
改
善
策
ま
で
は
考
え
て
い
な

い
が
、
国
に
対
し
て
公
定
価
格
の
引

き
上
げ
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。
保

育
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
県
と
し
て

も
制
度
は
構
築
さ
れ
て
き
て
い
る
が

あ
ま
り
活
用
が
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
支
援
制
度
の
周
知
も
し
て
い
き

な
が
ら
処
遇
改
善
に
努
め
て
い
き

た
い
。

そ
う
せ
い
会

山や
ま
し
た下 

達た
つ
や也

障
が
い
児
施
設
で
働
く
方
々

や
保
育
職
の
処
遇
改
善
に
つ

い
て
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問　
保
育
士
不
足
と
0
〜
2
歳
児
ク

ラ
ス
の
負
担
増
に
よ
る
現
場
の
疲
弊

に
対
し
、
待
遇
改
善
だ
け
で
な
く
家

庭
養
育
の
公
的
支
援
へ
の
転
換
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
に
経
済
的

理
由
で
離
職
で
き
な
い
保
護
者
の
実

態
を
踏
ま
え
、
0
〜
2
歳
児
を
家
庭

で
育
て
る
世
帯
に
対
し
、
月
額
2
〜

3
万
円
程
度
の
補
助
金
を
支
給
す
る

制
度
の
導
入
を
検
討
さ
れ
な
い
か
。

答　

保
育
児
童
の
低
年
齢
化
、
長
時

間
化
に
よ
り
保
育
士
不
足
が
課
題
に

な
っ
て
い
る
。

　

鳥
取
県
と
し
て
在
宅
保
育
の
サ

ポ
ー
ト
（
在
宅
保
育
対
象
者
に
３
万

円
給
付
）
を
16
市
町
村
で
実
施
し
て

い
る
が
本
市
で
は
実
施
し
て
い
な
い

の
で
研
究
は
し
た
い
と
思
う
。
愛
着

形
成
に
有
効
で
は
あ
る
が
虐
待
や
そ

の
予
兆
の
発
見
の
遅
れ
に
繋
が
る
と

い
う
観
点
も
あ
る
。

問　
倉
吉
市
で
は
「
子
ど
も
の
遊
び

場
が
少
な
い
」「
天
候
に
左
右
さ
れ
ず

に
遊
べ
る
施
設
が
ほ
と
ん
ど
な
い
」

と
い
う
切
実
な
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
特
に
、
雨
天
や
降
雪
時
、

近
年
の
猛
暑
と
い
っ
た
環
境
下
で

も
、
乳
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
公
共
施
設
は
極
め

て
限
定
的
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
、
市
は
子
ど
も
た
ち
が
日
常
的
に

利
用
で
き
る
「
全
天
候
型
の
遊
び

場
」
の
整
備
状
況
や
不
足
に
つ
い

て
、
現
在
ど
の
よ
う
に
把
握
・
整
理

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

こ
ど
も
・
若
者
・
子
育
て
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
雨
の
日
の
遊

び
場
が
な
い
こ
と
は
把
握
し
て
い
る

が
、
不
十
分
と
認
識
し
て
い
る
。
中
長

期
的
に
見
れ
ば
遊
び
場
の
整
備
が
必

要
と
判
断
し
て
い
る
。

そ
う
せ
い
会

藤ふ
じ
い井 

陽よ
う
す
け介

問　
「
ふ
れ
あ
い
ホ
リ
デ
ー
」
は
有

意
義
な
制
度
で
あ
る
一
方
、
過
ご
し

方
に
つ
い
て
は
各
家
庭
で
格
差
が
生

じ
て
い
る
の
が
実
態
。

　
こ
の
制
度
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
、
単
な
る
休
業

日
と
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
行
事

へ
の
参
加
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
資
格
取

得
、
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
挑
戦
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
活
動
に
充
て

ら
れ
る
よ
う
、
柔
軟
な
運
用
の
検
討

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
可
能
か
。

市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

ふ
れ
あ
い
ホ
リ
デ
ー
は
2
年
間

試
行
し
た
が
、
周
知
不
足
、
保
護
者

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率
の
低
さ
（
約

36
％
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
懸
念
意
見
な

ど
を
踏
ま
え
、
来
年
度
は
試
行
を
行

わ
ず
関
係
者
の
意
見
を
丁
寧
に
聴
取

し
、
本
格
導
入
の
是
非
を
検
討
し
た

い
。
保
護
者
の
休
暇
取
得
率
は
約

40
％
に
微
増
し
た
が
、
休
め
な
い
家

庭
も
あ
る
こ
と
は
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。

問　
今
後
の
部
活
動
の
地
域
展
開
は

ど
う
な
る
か
。

答　

部
活
動
の
地
域
展
開
は
、
活
動

機
会
の
確
保
や
専
門
的
指
導
を
受
け

ら
れ
る
利
点
が
あ
る
一
方
、
指
導
者

不
足
や
費
用
負
担
、
学
校
帰
属
意
識

の
低
下
が
課
題
。
本
市
で
は
平
日
は

学
校
、
休
日
は
地
域
連
携
を
基
本
に

推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
協
議
し

て
い
る
と
こ
ろ
。
ま
た
、
鳥
取
市
が

配
置
し
て
い
る
部
活
動
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
参
考
に
推
進
体
制
を
検

討
し
た
い
。

ふ
れ
あ
い
ホ
リ
デ
ー
の
柔
軟

な
運
用
に
つ
い
て

部
活
の
地
域
移
行
・
展
開
に

つ
い
て

そ
う
せ
い
会

山や
ま
ね根 

健け
ん
し資

倉
吉
市
に
お
け
る
子
ど
も
の

遊
び
場
不
足
と
、
今
後
の
整

備
方
針
に
つ
い
て

保
育
士
不
足
の
解
消
に
つ
い
て
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問　
毎
年
裁
量
的
に
使
え
る
政
策
財

源
の
規
模
を
推
計
し
た
い
が
、
本
市

で
は
使
途
制
約
の
か
か
っ
て
い
な
い

財
源
か
ら
の
経
費
は
、
具
体
的
に
い

く
ら
あ
る
の
か
。

答　
明
確
な
内
訳
提
示
は
難
し
い
。
便

宜
的
に
令
和
6
年
度
の
地
方
財
政
調

査
資
料
に
あ
る
臨
時
的
経
費
を
参
照

す
る
と
約
１
１
５
億
１
千
７
百
万
円
。

　

た
だ
し
、
こ
の
中
に
は
設
備
補

修
、
失
業
・
災
害
対
策
等
の
経
費

（
投
資
的
経
費
）
も
多
く
含
ま
れ

る
。
投
資
的
経
費
を
差
し
引
い
た
後

の
臨
時
的
経
費
は
、
約
52
億
９
千
万

円
で
、
う
ち
一
般
財
源
に
該
当
す
る

も
の
は
、
約
30
億
6
千
万
円
。

　

当
該
約
30
億
円
も
法
で
決
ま
っ
て

い
る
の
で
有
無
を
言
わ
さ
ず
と
い
う

も
の
、
バ
ス
事
業
等
市
民
生
活
に
か

か
わ
る
も
の
等
が
含
ま
れ
て
お
り
、

す
べ
て
裁
量
的
に
使
え
る
と
は
言
え

な
い
。

問　
本
市
財
政
規
律
で
は
、
財
政
調

整
基
金
（
以
下
、「
財
調
」
）
12
億
円

以
上
、
減
債
基
金+

財
調
の
計
20
億

円
以
上
を
確
保
と
あ
る
。
財
政
の
切

迫
と
は
ど
の
程
度
か
。
中
長
期
的
な

基
金
額
の
予
測
を
伺
い
た
い
。

答　

本
市
は
「
財
政
計
画
」
を
定
期

的
に
公
表
し
て
い
る
。
直
近
計
画
で

は
、
令
和
12
年
度
末
の
財
調
7
億

円
、
減
債
基
金
4
億
円
の
計
11
億
円

ま
で
減
少
す
る
見
通
し
。

　

た
だ
し
令
和
7
年
度
末
に
つ
い
て

は
、
計
画
上
で
計
19
億
円
で
あ
る

が
、
現
時
点
推
計
で
は
約
30
億
円
に

な
る
見
通
し
で
あ
る
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

そ
う
せ
い
会

中な
か
や
ま山 

晶あ
き
お雄

問　
下
水
道
財
政
で
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
が
あ
る
が
、
減
額
し
て

い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

公
営
企
業
会
計
は
独
立
採
算
で

あ
る
が
、
国
が
地
域
の
実
情
に
よ
り

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
の
基
準

が
あ
り
、
人
口
密
度
が
低
い
と
処
理

効
率
が
悪
く
、
汚
水
資
本
費
単
価
も

高
く
な
る
の
で
、
人
口
密
度
の
高
い

地
域
と
の
差
を
埋
め
る
た
め
、
交
付

税
措
置
で
対
応
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
下
水
道
管
渠
の
耐
震
化
、
施
設

の
更
新
の
費
用
と
し
て
、
一
般
会
計

か
ら
の
補
填
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問　
下
水
道
使
用
料
金
の
改
定
は
考

え
て
い
な
い
の
か
。

答　

下
水
道
使
用
料
金
は
、
令
和
４

年
度
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
で
使

用
料
金
を
据
え
置
い
て
お
り
、
令
和

8
年
度
に
審
議
会
を
開
催
し
て
改
定

に
つ
い
て
審
議
を
行
う
こ
と
を
考
え

て
い
た
。
し
か
し
、
昨
年
10
月
に
上

水
道
料
金
の
改
定
を
し
た
の
で
、
い

ま
す
ぐ
の
改
定
は
難
し
い
。
上
水
道

料
金
と
下
水
道
料
金
の
改
定
時
期
を

統
一
し
た
い
の
で
、
令
和
9
年
度
か

ら
令
和
10
年
度
に
審
議
会
で
検
討
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問　
地
域
ク
ラ
ブ
の
地
域
展
開
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

令
和
７
年
12
月
に
出
さ
れ
た
新

た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
令
和
8
年

度
か
ら
令
和
13
年
度
ま
で
を
実
行
期

間
と
し
て
、
地
域
展
開
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
国
が
示
す
要
件
に

基
づ
き
、
市
町
村
等
が
認
定
し
た
地

域
ク
ラ
ブ
に
補
助
を
行
う
こ
と
を
考

え
て
お
り
、
中
学
校
部
活
動
地
域
展

開
等
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
い

る
の
で
、
そ
こ
で
今
後
の
方
針
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
中
長
期
的
な

基
金
額
の
予
測
に
つ
い
て

裁
量
的
な
支
出
の
性
質
に
つ

い
て

そ
う
せ
い
会

髙た
か
は
し橋 

義よ
し
ひ
ろ博
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執行部から提出された議案に対し、各議員が質疑を行いました。
※自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることと
なっています。

市議会提出議案

【議案に対する質疑】
３月
令和８年

第２回
定例会

議員名 通　告 担当部局

大津　昌克 倉吉市総合計画審議会条例の一部改正について 総　務　部

竺原　晶子 倉吉市国民健康保険条例の一部改正について 健康福祉部

朝日　等治 倉吉市国民健康保険条例の一部改正について 健康福祉部

大津　昌克 倉吉市過疎地域持続的発展計画の策定について 総　務　部

増田　孝二 市道の路線の認定について 建　設　部

Q�

総
合
計
画
の
位
置
づ
け
、
根
拠
が

不
明
で
あ
る
が
ど
う
な
の
か
。

A�

ま
ち
づ
く
り
の
根
拠
を
明
確
に

し
、
安
定
性
・
信
頼
性
を
高
め
る

た
め
、
第
13
次
総
合
計
画
ま
で
に

条
例
化
を
検
討
し
た
い
。

Q�

審
議
会
の
委
員
の
定
数
を
45
人
以

内
か
ら
25
人
以
内
と
し
た
理
由
は
。

A�
過
去
の
実
績
か
ら
、
委
員
数
が
多

す
ぎ
る
と
議
論
の
進
行
や
発
言
時

間
の
確
保
が
困
難
に
な
る
と
判

断
。
円
滑
な
審
議
を
行
う
た
め
、

今
回
も
実
績
に
基
づ
き
25
名
程
度

と
し
て
い
る
。

Q�

審
議
会
の
委
員
で
市
議
会
議
員
の

定
数
を
特
定
し
て
い
な
い
理
由
は
。

A�

議
会
へ
の
報
告
を
兼
ね
、
議
員
２

名
程
度
の
選
出
を
お
願
い
し
て
い

る
。
将
来
的
に
計
画
を
議
決
対
象

と
す
る
際
、
執
行
部
の
諮
問
機
関

に
加
わ
る
こ
と
に
よ
る
「
二
重
関

与
」
の
懸
念
も
あ
る
が
、
現
時
点

で
は
現
在
の
形
で
の
参
画
を
求
め

て
い
く
。
　

Q�

委
員
の
任
期
を
２
年
に
し
た
理
由
は
。

A�

他
組
織
と
の
整
合
性
や
、
評
価
を

次
年
度
の
予
算
・
改
善
へ
確
実
に

反
映
さ
せ
る
視
点
か
ら
、
任
期
は

２
年
が
妥
当
と
判
断
し
た
。　

Q�

他
地
区
へ
の
説
明
は
あ
っ
た
か
。

A�

他
地
区
に
個
別
説
明
会
は
開
催
し

て
い
な
い
。

Q�

全
市
民
で
負
担
す
る
過
疎
債
の
あ

り
方
を
問
う
。

A�

過
疎
債
は
実
質
負
担
が
３
割
と
有

利
な
財
源
。
ソ
フ
ト
事
業
で
移
住

促
進
や
地
域
活
力
を
生
む
こ
と

は
、
将
来
の
税
収
増
や
市
全
体
の

持
続
的
発
展
に
繋
が
り
、
後
年
や

全
市
民
へ
の
恩
恵
に
も
な
る
と
考

え
る
。

Q�

米
田
町
富
海
線
に
関
連
し
て
新
た
な

市
道
を
設
置
さ
れ
た
背
景
を
伺
う
。

A�

崖
崩
れ
等
に
よ
る
孤
立
を
防
ぐ
た

め
、
米
田
町
富
海
線
の
狭
小
箇
所

を
回
避
し
、
既
存
道
を
活
用
し
た

約
１
６
０
ｍ
を
市
道
に
認
定
・
接

続
す
る
こ
と
で
、
災
害
に
強
い
避

難
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
。

Q�

こ
の
制
度
の
改
正
理
由
は
。

A�

高
度
化
す
る
医
療
費
や
県
内
料
率

統
一
に
伴
う
県
へ
の
拠
出
金
増
、

少
子
化
対
策
を
支
え
る
支
援
金
制

度
創
設
に
よ
る
改
正
。

Q�

条
例
改
正
に
よ
っ
て
、
保
険
料
は

ど
の
程
度
に
増
え
る
の
か
。
実
際

は
ど
の
程
度
に
な
る
の
か
。

A�

国
保
料
は
医
療
・
後
期
高
齢
者
・

介
護
分
を
合
わ
せ
一
人
平
均
約
６
，

１
０
０
円
と
な
る
見
込
み
。
子
ど
も

子
育
て
支
援
金
は
令
和
８
年
度
か

ら
段
階
的
に
増
え
、
同
年
度
は
平

均
２
１
５
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

Q�

運
営
協
議
会
で
ど
の
よ
う
な
意
見

が
あ
っ
た
か
。

A�

基
金
を
計
画
的
に
活
用
し
、
急
激

な
負
担
増
を
避
け
る
な
だ
ら
か
な

料
率
改
定
と
、
加
入
者
へ
の
丁
寧
な

説
明
を
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
。

主
な
質
疑
・
答
弁

倉
吉
市
総
合
計
画
審
議
会
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

倉
吉
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

倉
吉
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

市
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
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【常任委員会とは？】 
　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願などを審査します。行政の事務
は多岐にわたり、かつ専門的であるため、合理的・能率的に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、
分科的に調査・審査します。

【常任委員会】
３月
令和８年

第２回
定例会

総務産業常任委員会

委員

田村 閑美 委員長
福田 　淳 副委員長
朝日 等治 委員　竺原 晶子 委員
中山 晶雄 委員　福谷 直美 委員
藤飯 陽介 委員　萬場 恵理 委員
米田 勝彦 委員

所管

総務部、建設部、経済観光部、
農業委員会、会計管理者、
上下水道局、議会事務局、
選挙管理委員会、監査委員、
公平委員会

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
は
、
３
月

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査

す
る
た
め
、
12
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
議
案
７
件
及
び
陳
情
２
件
に
対

し
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
陳
情
第
２
号
「
政
府
に
所
得
補
償

（
直
接
支
払
い
）
制
度
の
実
現
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
」
に
関

し
て
、
陳
情
者
よ
り
意
見
陳
述
の
申

し
出
が
あ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

「
と
に
か
く
農
業
が
潰
れ
る
か
ど
う

か
の
危
機
に
来
て
い
る
。
議
会
と
し

て
も
国
へ
何
ら
か
の
施
策
を
し
て
ほ

し
い
、
後
継
者
を
増
や
し
て
ほ
し
い

と
い
う
意
見
を
上
げ
て
も
ら
え
な

い
か
」
と
い
う
切
実
な
思
い
を
述
ら

れ
、
質
疑
を
行
っ
た
の
ち
賛
成
多
数

に
よ
り
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
議
案
第
33
号
の
審
査
を
実
施
後
、

打
吹
玉
川
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
お
け
る
保
存
と
活
用
に
つ
い

て
所
管
事
務
調
査
を
行
い
、
実
際
に

現
地
に
移
動
し
て
参
考
人
の
戸
田
設

計
：
戸
田
雅
之
氏
か
ら
こ
れ
ま
で
に

修
復
を
終
え
た
物
や
準
備
を
進
め

て
い
る
物
件
、
課
題
を
抱
え
て
い
る

建
物
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
会
議
室
に
戻
っ
た
後
、
あ
ら
た

め
て
議
案
第
26
号
を
含
む
６
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　
付
託
さ
れ
た
議
案
は
全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
陳
情
第
１
号
に
つ
い
て
は
、

賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
、
総
務
産
業
常
任
委

員
会
は
打
吹
玉
川
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
（
伝
建
地
区
）
の
現
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
本
視
察
は
、

先
に
実
施
し
た
大
分
県
日
田
市
豆

田
町
で
の
視
察
成
果
を
検
証
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
当
日

は
市
文
化
財
課
の
岡
本
課
長
、
鳥
取

県
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
戸

田
雅
之
建
築
士
を
講
師
に
迎
え
、
地

区
内
の
家
屋
整
備
の
実
態
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

日
田
市
豆
田
町
は
、
本
市
同
様

「
滞
在
型
観
光
」
へ
の
転
換
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
空
き
家
や
損

壊
家
屋
が
極
端
に
少
な
く
、
飲
食

の
客
単
価
が
高
い
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
一
方
で
本
市
の
現
状
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
活
用
が
進
む
家

屋
が
あ
る
反
面
、
敷
地
奥
の
蔵
や

家
屋
の
損
壊
、
壁
面
の
崩
落
な
ど

が
目
立
ち
、
豆
田
町
に
比
べ
深
刻
な

状
況
に
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。

　
視
察
後
の
協
議
で
は
、
議
員
か
ら

「
早
急
な
対
策
が
必
要
」
と
の
意
見

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
今
後
は
課
題
の

専
門
性
や
複
雑
さ
を
考
慮
し
、
地
域

の
賑
わ
い
創
出
対
策
特
別
委
員
会

等
で
の
継
続
的
な
議
論
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

打
吹
玉
川
伝
建
地
区
の
視
察
研
修
を
実
施 

　
先
進
地
と
の
比
較
で

　
　
　
　
　
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
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予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
以

下
、
予
算
委
員
会
）
に
は
、
令
和

７
年
度
補
正
予
算
案
件
４
件
、
令

和
８
年
度
当
初
予
算
案
件
13
件
の

合
計
17
件
の
予
算
議
案
が
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
は
、

３
２
１
億
２
，８
５
３
万
１
千
円

と
過
去
３
番
目
の
規
模
で
す
が
、

市
長
選
挙
前
の
骨
格
予
算
と
し
て

は
過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
特
別
会
計
、
企
業
会

計
を
含
め
た
予
算
総
額
は

５
０
５
億
７
，
４
５
７
万
９
千

円
で
、
令
和
７
年
度
に
比
べ

３
億
３
，
５
８
９
万
6
千
円
、

０
・
７
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

本
予
算
委
員
会
は
、
３
月
５
日
、

９
日
、
11
日
の
３
日
間
開
催
し
、

慎
重
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
昨

年
10
月
の
市
議
会
議
員
改
選
に
よ

り
７
名
の
新
人
議
員
が
加
わ
り
、

17
名
の
議
員
全
員
が
予
算
委
員
と

し
て
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
中
で
も
２
款
総
務
費
１
項
総

務
管
理
費
９
目
交
通
対
策
費
と
、

４
款
衛
生
費
１
項
保
健
衛
生
費
３

目
予
防
費
で
は
、
か
な
り
時
間
を

か
け
て
審
議
が
な
さ
れ
、
中
に
は

政
策
提
言
的
な
意
見
も
多
数
あ
り

ま
し
た
が
、
議
員
間
討
議
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

審
査
の
結
果

　
付
託
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

予算決算常任委員会

委員

大津 昌克 委員長
髙橋 義博 副委員長
朝日 等治 委員　竺原 晶子 委員
田村 閑美 委員　鳥羽 昌明 委員
中山 晶雄 委員　福井 典子 委員
福井 康夫 委員　福田 　淳 委員
福谷 直美 委員　藤井 陽介 委員
増田 孝二 委員　萬場 恵理 委員
山下 達也 委員　山根 健資 委員
米田 勝彦 委員

所管 予算決算に関する事項について
審査・調査

　

　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
は
、

議
案
３
件
が
付
託
さ
れ
、
委
員
会

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
29
号　

倉
吉
市
特
定

教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
は
、
地
域
限
定
保
育
士
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
こ
の
地

域
限
定
保
育
士
制
度
に
つ
い
て
、

令
和
８
年
度
以
降
全
国
的
に
展
開

さ
れ
る
も
の
で
、
地
域
限
定
保
育

士
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
で
筆
記
試

験
、
実
技
試
験
が
あ
り
、
合
格
す

れ
ば
そ
の
県
の
み
の
保
育
士
に
な

れ
る
制
度
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
次
に
議
案
第
30
号　
倉
吉
市
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
、
議
案
第
31
号　
倉
吉
市

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
、
に
は
委
員
か
ら
の
質
疑
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

審
査
の
結
果

　
付
託
さ
れ
た
議
案
３
件
は
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

厚生文教常任委員会

委員

増田 孝二 委員長
山下 達也 副委員長
大津 昌克 委員　髙橋義博 委員
鳥羽 昌明 委員　福井 典子 委員
福井 康夫 委員　山根 健資 委員

所管 市民生活部、 健康福祉部
教育委員会
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　３月定例会に提出された議案等のうち、賛否が分かれた案件はなく、
全ての議案が、承認・可決・同意されました。

【議案等の議決結果】

議決結果
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番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 請願・陳情に対する賛否

陳情 第 1号 非核三原則の堅持を求める意見書提出に
ついて 不採択 × × × × × － × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 5 11 不採択

番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 請願・陳情に対する賛否

陳情 第 2号 政府に所得補償（直接支払い）制度の実現
を求める意見書提出について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 2 採択

請願・陳情の結果

凡例　○賛成、×反対、※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず　
　　　※請願・陳情は、提出された請願及び陳情に対して、賛成は「○」、反対は「×」と記載しています。

期　　　間 令和７年10月10日（金）～ 10日（金） 旅 費 総 額 50,100円

視察先・目的

東京都千代田区 首相官邸 石破首相表敬訪問

東京都千代田区
鳥取県東京本部
一般社団法人日本健康生活
推進機構

政策戦略について
健康寿命への取り組みについて

視察者（会派） 田村 閑美 １人

期　　　間 令和７年11月12日（水）～ 13日（木）	 旅 費 総 額 493,570円

視察先・目的
東京都千代田区 衆参議員会館 地元選出国会議員への要望活動

東京都千代田区 鳥取県東京本部 とっとり歓迎案内所ウェルカニ及びとっとり若者
ウェルカニ窓口の取り組みについて

視察者（会派） 朝日 等治、田村 閑美、福井 典子、福谷 直美、福田　 淳、増田 孝二、大津 昌克 ７人

期　　　間 令和７年11月12日（水）～ 13日（木） 旅 費 総 額 211,530円

視察先・目的
東京都千代田区 衆参議員会館 地元選出国会議員への要望活動

東京都千代田区 鳥取県東京本部 鳥取歓迎案内所ウェルカニ及び首都圏とっとり若者
ウェルカニ窓口の取り組みについて

視察者（会派） 山根 健資、髙橋 義博、山下 達也	 ３人

期　　　間 令和８年１月15日（木）～ 16日（金） 旅 費 総 額 63,580円

視察先・目的 東京都新宿区 地方議員研究セミナー
地方議員研究会　公共施設特別講座
「公共交通問題」「公共施設更新費用と財政的な視点」
「インフラ老朽化の課題」

視察者（会派） 鳥羽 昌明	 １人

期　　　間 令和８年１月18日（日）～ 20日（火） 旅 費 総 額 325,260円

視察先・目的
大阪府泉佐野市 泉佐野市役所 ふるさと納税の取り組みについて	
京都府京都市 京都府庁 きょうと婚活支援センター事業について

視察者（会派） 朝日 等治、田村 閑美、福井 典子、福田　 淳、増田 孝二、大津 昌克 ６人

期　　　間 令和８年３月18日（水）～ 19日（木） 旅 費 総 額 57,820円
視察先・目的 東京都江東区 東京ビッグサイト 第25回SMART  ENERGY  WEEK(春） 　	
視察者（会派） 米田 勝彦		  1人

視  察  報  告
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行 政 視 察 報 告

１. 視察概要
宮崎県延岡市（１／27）：保育人材確保支援強化事業
福岡県大牟田市（１／28）：プラスチックごみ分別収集事業

２. 調査の要点と成果
プラスチックごみ分別：「ごみの減量と再資源化」に向け、住民の協力（分別）と行政

の仕組み（安価な専用袋や収集日設定）をどう噛み合わせる
かが鍵。実施後、可燃ごみの重量・袋使用量が確実に減少し
た実績を確認した。

保育士確保（延岡市）：公私間の人材不足の差を把握し、市独自の支援事業を展開。
現場や市民からの評価に基づき、改善を繰り返しながら「選
ばれる保育現場」づくりを推進している。施設再編も視野に
入れた中長期的な体制構築が重要。

３. 本市への反映案・所感
　プラスチック分別の導入には、市民の経済的負
担軽減（袋代の調整）と丁寧な広報が必要。
　保育士不足解消に向け、本市でも民間園と連携
した独自の人材確保策を検討すべきである。

1. 大分県日田市：町並み保存と観光振興（１／26）
　伝統的建造物群保存地区における防災体制や空き家
対策、観光客の動向を調査。人口減や通過型観光と
いった本市共通の課題に対し、市長部局への事務移管
によるメリットや、無電柱化・消火設備等の環境整備
状況を実地で確認した。保存会との連携や客単価向上
が今後の鍵となる。

２. 福岡県福岡市（福岡半導体リスキリングセンター）：半導体リスキリング支援（１／27）
　産学官連携によるデジタル人材育成の体制を調査。高度な専門技術をリモート等で
習得できる環境が整っている一方、個人受講にはハードルがある。本市においても、
商工会議所と連携した企業への働きかけや、受講料支援など、行政が介在した利用促
進の検討が必要である。

３. 福岡県福岡市（博多町家ふるさと館）：歴史的資源と地域コミュニティ（１／27）
 「博多町家ふるさと館」を視察。博多祇園山笠を中心に、自治会等の地域コミュニ
ティが極めて強く、行政運営の根幹を担っている点に特徴がある。この強固な地域愛
が移住・Uターンの動機となり、人口増に寄与している実態は、本市のコミュニティ活
性化の参考となる。

【まとめ】
　歴史資源の維持には住民の誇りと行政の整備が
不可欠であり、産業支援には官民の橋渡しが重要
である。各市の先進事例を本市の特性に合わせ、
施策に反映させていく。

厚生文教常任委員会

総務産業常任委員会

（大牟田市）



　2月14日、倉吉交流プラザにて「市民と倉吉市
議会をつなぐフォーラム」が開催されました。当
日は市民と議員あわせて約60名が参加し、倉吉の
未来について熱心な対話が交わされました。

　大正大学の江藤俊昭教授より「住民とともに
歩む議会」と題してご講演いただきました。江
藤教授は、「議会は住民自治の根幹であり、多
様な意見を戦わせる合議体である。生活と政治
の密接な関わりを理解し、対話と熟議を通じて
地域課題の解決へ向けて“総力戦”で取り組む
ことが重要」と語られ、参加者にとって大きな
気づきの機会となりました。

　少人数のテーブルに分かれた対話では、市民
の皆様から前向きな感想が多く寄せられました。
議員が身近に感じられ、議会を傍聴してみた
いと思った。
市民も意見を言う機会を持つことが大切だと
実感した。
今後も議員と一緒に市政を考える機会がほ
しい。

＊倉吉市議会では、これからも市民の皆様と力を合わせ、
　より良いまちづくりに取り組んでまいります。

第１部：基調講演

第２部：ワールドカフェ（意見交換会）

市民と市議会を
つなぐフォーラムを開催！
～対話から始まる、
　みんなのまちづくり～

発行：倉吉市議会／編集：広報広聴常任委員会 〒682-8611 鳥取県倉吉市葵町722　TEL.（0858）２２－８１４５　FAX.（0858）２２－８１４６
【広報広聴常任委員】 鳥羽 昌明委員長、竺原 晶子副委員長、髙橋 義博委員、福井 典子委員、福田 　淳委員、
　　　　　　　　　 増田 孝二委員、萬場 恵理委員、山下 達也委員、山根 健資委員

　蛙の声や雨音に梅雨を感じ、初夏の訪れも感
じる季節となりました。
　新年度がスタートして早くも２ヵ月が過ぎ、

新しい環境にも慣れてこられたのではないでしょうか。
　さて、３月議会では当初予算を審査する重要な委員
会が行われ、その様子はYouTubeでも公開されていま
す。市民の皆様の暮らしに直結する議論をぜひ身近に感
じていただき、議会への関心を深めていただければ幸い
です。
　皆様と対話できる日を楽しみに！また、たくさんの笑
顔があふれる倉吉市であるように議員一同、全力疾走し
て参りますので今後ともよろしくお願い申し上げます。
 　　　　　　　　　　　　　　　 （委員　山下達也）

議会だより「白壁」
のご意見・ご感想はこちら ▶

令和８年 ６月 倉吉市議会定例会
【会　　期】 ６月15日（月）～７月２日（木）
【会議日程】

倉吉市議会の情報は、ホームページでもご覧いただけます。
会議予定、議長日程、議員名簿、市議会だより、
会議録などを掲載しています。

倉吉市議会 検索

月日 曜
日

会議
区分 時 間 内　容

６月１５日 月 本会議 午前１０時 議案の上程、提案理由の説明

１６日 火 休会
１７日 水 休会

１８日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

１９日 金 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

２０日 土 休会
２１日 日 休会

２２日 月 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

２３日 火 予備日

２４日 水 本会議 午前１０時 付託議案に対する質疑～委員会付託

２５日 木 委員会 午前１０時 予算決算常任委員会（予定）

２６日 金 予備日
２７日 土 休会
２８日 日 休会

２９日 月 委員会 午前１０時 常任委員会（総産・厚文）

３０日 火 予備日
７月１日 水 議事整理日

２日 木 本会議 午前１０時 委員長報告～付議議案の討論・採決

 …ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり
　 ※�録画放送は開催日の午後７時から。

            …ユーチューブ配信あり


